
「ユーザー第一主義」を貫き通す
ことでソフトウェアの付加価値を
創造し、競合との差別化を図る
ウィリー社の開発姿勢。

̶ 板金業に特化したソリューションとの
ことですが、貴社のビジネスとお客さま
の特徴についてお話ください。

ものづくりの現場で欠くことのできないツールが
CAD/CAM システムです。中でもウィリーは板金加
工に特化した板金 CAD/CAM システムと生産管理
システムを開発・販売しています。

ものづくりの現場の効率化のニーズに応えるため
に、ウィリーは常にユーザーの視点に立った開発を
行っていると、同社ソフトウェア事業部部長の佐光
真一氏は強調します。

「一つのシステムで工作機械を動かすためのデータ
が作成できるCAD/CAMシステムの『ROZA』と、それ
に連携した生産管理システム『CiPS FACTORY』に
よって、無駄のないシームレスな製造管理と生産
管理が実現できます。板金業向けに特化することで、
業界特有のニーズにも対応しています」（佐光氏）

同社の顧客は、工程ごとや製品ごとに異なる工作
機械を使用することが多く、CAD/CAMシステムの
一元化は製造効率を引き上げることになります。

また、CAD/CAMシステムと生産管理システムとの
連携は、ミスや無駄の削減につながります。さらに、
使い勝手のよいシームレスなツールは、情報共有や
コミュニケーションの促進にも役立ちます。

ユーザー第一主義を謳う同社では、「現場のニーズ」
を汲み取るためにエンジニアが顧客企業に赴いて、
ニーズをヒアリングしていると、同社営業の山中
恭子氏は説明します。

ユーザーの使い勝手を第一に考えて開発を行うた
めには、お客さまの声を直接聞くことに勝るものは
ありません。

「お客さまのニーズは多岐にわたり、ソフトウェア
をカスタマイズする必要な場合もあります。お客さ
まが必要とする機能を迅速に実装することが一番
重要です」（佐光氏）

お客さまの要望をピックアップして生まれた機能
は、速やかに製品に反映しています。同社では、3カ
月毎に定期的なアップデートを行い、常に最新の
ニーズを製品に実装し続けています。

マルチビューア機能を持つ Brava
でなければ実現できなかった。
ユーザーの生産性を上げる
利便性の高い UI。

̶ 生産管理システムに組み込むビューア
にはどのような要件が求められたので
しょうか。

CAD/CAM システムで取り扱うファイル形式はさ
まざまです。CAD で用いられる DWG のほかにも、
JPEG や TIFF もよく用いられる形式です。さらに、
発注元企業から支給される図面や設計図書には
PDF 形式も多用されます。

「業務に関わるすべての図面類をシームレスに閲覧
できることは、当社の生産管理システムの重要な
ポイントでした。競合するソリューションでは実現
できていない機能で、ユーザーの利便性を大きく
向上することができます」（山中氏）

開発スピードを重視する同社では、ビューア機能の
実現は、自社開発ではなく、API による実装を選択
しました。しかし、JPEG、TIFF、PDF のすべてのファ
イル形式に対応したビューアは「Brava」しかなかっ
たと佐光氏は振り返ります。

「PDF ファイルまでシームレスに表示できることに
加えて、拡大・縮小、書き込みや印刷にも対応して
いる『Brava』は、当社が求めていたビューアでした」
（佐光氏）

ユーザーのニーズを的確に捉え、スピーディーに
応えるためには、API としての使い勝手も重要です。
組み込みに手間がかかるようでは、API の利用を
選択した意味がなくなります。「CiPS FACTORY」へ
の組み込みにあたっては、サンプルプログラムに
よる検証作業を行ったといいます。

「『Brava』の検証は、提供されているサンプルプロ
グラムだけで十分行えました。ソリューションへの
組み込みも容易に行えた印象です。他社製の API も
試してみたが、最終的に『Brava』を採用しました」
（佐光氏）

Bravaの APIの存在と
エンジニアの対面ヒアリングから、
お客さまのニーズをキャッチアップ
した新しい機能が生まれた。

̶ 生産管理システムには、「Brava」を活用
したユニークな機能も搭載されている
とうかがいました。

こうして「Brava」を組み込んだ「CiPS FACTORY」は、
設計に関わる図面などのドキュメント類をシーム
レスに取り扱うことができる生産管理システムと
なりました。ドラッグ・アンド・ドロップで図面を
登録でき、すぐに内容を確認することができるの
で、ユーザーは複数のビューアを使い分ける必要が
ありません。（下図①・②）

「部品番号や発注コードではなく、図面を見た方が
仕事の内容を把握しやすいという現場のユーザー
の声があります。図形として認識すると、取り違え
などのミスの低下にも役立つようです」（山中氏）
（下図③）

さらに、「CiPS FACTORY」には、現場の声から生ま
れたというユニークな「スライドショー」機能も

搭載されています。工程の納期が遅延している図面
を、工場や事務所の大型モニターに自動で次々に
映し出す機能です。

「進捗が遅れている図面を連続で表示させること
で、現場の注意を喚起したい」というソフトウェア
開発側からは考えもつかない要望をいただきまし
た。そして、このスライドショー機能の実現には、
さまざまなファイル形式の図面をビューアの切り
替えなしに表示できる『Brava』でなければ応えられ
ませんでした」（佐光氏）

「当社のエンジニアが直接、お客さまの元に出向い
て、実際に使用しているユーザーから、使い勝手や
搭載して欲しい機能などをうかがっています。思い
もよらないニーズが明らかになることも珍しく
ありません」（山中氏）（下図④）

生産管理システムとマルチビューアの組み合わせ
に、現場ならではのアイデアが加わることで、図面
のスライドショーというユニークな機能が実現でき
たのです。

迅速にお客さまのニーズに対応する
には、APIを利用した組み込みに
よる開発の効率化がポイント。

自社開発のパッケージソフトウェアに Bravaの APIを組み込み、
ユーザーの利便性を向上

ウィリー株式会社　様

ご購入に関するお問い合わせは

̶ ソリューション開発、機能の追加を行う
上で、APIをどのように位置づけている
のでしょうか。

ウィリーが実践しているユーザー視点のソリュー
ション開発では、必要な機能の搭載と、それを実現
するまでのスピードが重要です。今後も必要に応
じて API を利用した組み込みを行っていくと言い
切る佐光氏に迷いはありません。

「現在検討しているのは、音声案内機能の搭載です。
この機能も API の利用によって実装する計画です」
（佐光氏）

ユーザーにとっては、API が提供する機能が重要で
すが、ソリューション開発では API としての使い勝
手も重要なポイントになります。組み込みやすさや
安定性といった開発者のニーズについても Brava
は満足できたと山中氏は評価します。

「組み込みはスムーズに行えましたし、オーシャン
ブリッジの対応も迅速でした。スピードを重視する
当社はとても助けられたと感謝しています」（山中
氏）

Brava は、これからもソリューションの付加価値の
向上をサポートしていきます。

PDF、DWG、JPEG、TIFFに対応したマルチビュー
ア「Brava」は、APIを利用してさまざまなソフト
ウェアに組み込むことができます。ウィリーの次
世代型統合生産管理システム「CiPS FACTORY」と
「Brava」のコラボレーションは、新たなユーザーの
利便性を生み出しました。Brava の API を利用し
て組み込むことによって実現したソフトウェアの
新機能について、ウィリー株式会社 ソフトウェア
事業部 部長 佐光真一 氏（写真中左）と営業 山中
恭子 氏（写真中右）にお話を伺いました。

＜ウィリー株式会社について＞ 

1998 年創業。生産管理システム、販売管理シス
テム、CAD/CAMシステムの開発販売から、ネッ
トワーク機器やクラウドサービスまで、ものづ
くりの生産性と品質を高めるためのソリュー
ションを提供している。エンジニア自らが顧客
企業に赴きユーザーニーズのヒアリングを行う
ことで、現場のニーズを的確に捉え、それを高い
技術力でソリューションの機能として実装して
いる。2012年には上海に現地法人を設立した。

この印刷物の内容は、2016年12月時点のものです。

ウィリー株式会社
ソフトウェア事業部 部長 佐光真一 氏、営業 山中恭子 氏
写真左端：弊社代表取締役社長 持木、右端：営業部 板屋

「工作機械メーカーの純正ソフトには
ない付加価値機能や使い勝手のよさが
差別化のポイントです。」

ソフトウェア事業部 部長　佐光氏

「お客さまからのさまざまな要望を実現
することがソフトウェアの商品価値を
高めると思っています。」

営業 山中氏

図②【CiPS FACTORY：図面拡大表示】

「拡大表示」ボタンを押すことで、図面を拡大表示でき、細部を確認することができる。

図①【CiPS FACTORY：オーダー入力画面】

オーダー入力画面では、各種情報とともに、図面ファイルも登録できる。

進捗管理画面でもビューア機能が利用できるので、ユーザーはひと目でどの仕事なのかを把握できる。

図③【CiPS FACTORY：進捗画面】

工程納期が遅延している図面を表示させている。

図④【CiPS FACTORY：図面スライドショー】
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写真左端：弊社代表取締役社長 持木、右端：営業部 板屋

「工作機械メーカーの純正ソフトには
ない付加価値機能や使い勝手のよさが
差別化のポイントです。」

ソフトウェア事業部 部長　佐光氏

「お客さまからのさまざまな要望を実現
することがソフトウェアの商品価値を
高めると思っています。」

営業 山中氏

図②【CiPS FACTORY：図面拡大表示】

「拡大表示」ボタンを押すことで、図面を拡大表示でき、細部を確認することができる。

図①【CiPS FACTORY：オーダー入力画面】

オーダー入力画面では、各種情報とともに、図面ファイルも登録できる。

進捗管理画面でもビューア機能が利用できるので、ユーザーはひと目でどの仕事なのかを把握できる。

図③【CiPS FACTORY：進捗画面】

工程納期が遅延している図面を表示させている。

図④【CiPS FACTORY：図面スライドショー】
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